
■天候

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 安 失

0 0 8 1 2 11 5 0

0 0 0 1 0 1 3 2

打 得 安 点 1 2 3 3 4 5 6 7 8 9

1 遊 4 1 2 0 中直 投安左飛 中２

2 二 4 1 1 2 三振 右安 遊ゴ 遊飛

3 中 3 2 1 2 二飛 左３ 四球中飛

4 捕 1 1 0 0 四球四球 遊ゴ

5 三 1 0 1 1 投犠四球 中安

6 一 2 0 0 0 中飛死球 右飛

7 左 2 1 0 0 三振死球 投ゴ

8 投 1 3 0 0 四球二ゴ 死球

9 右 0 2 0 0 四球四球 四球

18 11 5 5

5

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 中 3 0 0 0 遊ゴ 三振 三振

2 二 3 0 0 0 捕邪 三ゴ 捕邪

3 遊 2 1 2 0 左安 左安

4 左 2 0 0 0 三振 三振

5 右 投 1 0 1 1 四球 右２

6 捕 2 0 0 0 三振 投飛

7 三 2 0 0 0 三振 三振

8 一 1 0 0 0 中飛 死球

9 投 右 0 0 0 0

9 打 右 2 0 0 0 三振 三振

18 1 3 1

2 0/3

3

三池工業

合計

合計

残塁：4 併殺：0

残塁：4 併殺：0

中 村 仁

溝 上 健 也

■戦評

中 島 凌 木 下 結 哉

松 藤 雄 大

香 田 雄 基

紫牟田 恭 由

四球 自責

2 1

三振

4

四球

0 7 2松 藤 雄 大 17 2

中 島 凌 13 3

河 野 誠 也

野 田 流 星

松 藤 雄 大

中 島 凌

■投手成績

投手

八 田 晋 輔

氏名捕手

水 谷 友 哉

投手 捕手

ポジション 氏名

■バッテリー

木 下 結 哉

柳 田 和 生

2

晴れ

6

八 田 晋 輔

■投手成績

自責氏名 回数 打者

■試合時間 1時間28分 ■備考

三振

打者

9

水 谷 友 哉

■日時 平成23年8月18日(木)

■球場

出場校名

舩 越 徹

江戸川区球場

球審：末柄 塁審：大田 嶋田 石塚■審判

京都府立朱雀高校 対 福岡県立三池工業高校

中 村 和 貴

５回コールド

代表地区

第2試合 2回戦

村 上 智

三池工業

京都

福岡

ポジション 氏名

朱雀

朱雀

安打

3

回数

20

１回戦を大差のコールド勝ちで勢いに乗る朱雀と３９年ぶり２回目出場の三池工業との対戦。３回表朱雀は制球の定まらない三池工業
先発中島から二つの四球と内野安打で無死満塁と絶好の先制チャンスを迎え２番舩越の右前適時打で二人が返りまず２点。続く３番
中村は左翼越適時三塁打を放ち二人が返り４点目。４番水谷は四球を選び５番秋武への初球が外れたところで堪り兼ねた三池工業
ベンチは２番手に松藤を送るが松藤も制球が定まらず四つの四死球を与えてしまいこの回合計８点を献上。４回には秋武の適時打で
１点追加。一方の三池工業は朱雀先発八田の小気味よい投球の前に得点のチャンスを作れずにいたがようやく４回裏この回先頭３番
河野がこの試合二本目となる左前打を放ちワイルドピッチで二塁に進んだ後５番松藤の右翼線適時二塁打で本塁を踏み１点を返す。
５回表朱雀は四死球の走者がそれぞれ盗塁、捕免、ワイルドピッチで返り２点を追加して１１－１。５回裏三池工業の攻撃を連投の八
田が無得点で切り抜けゲームセット。１１－１、５回コールドで朱雀がベスト８進出を決めた。

備考

■バッテリー

安打

秋 武 智 也

中 野 正 孝

黒 木 竣 太

備考

八 田 晋 輔

仲 谷 遼


